
表
（
１
Ｒ
Ｓ

５
Ｒ
Ｓ
；
１
Ｒ
Ｓ

５
Ｓ
Ｒ
）
e

５
e

（
４
e

ク
ロ
ロ
ベ
ン
ジ
ル
）
e

２

２
e

ジ
メ
チ
ル
e

１
e

（
１
Ｈ
e

１

２

４
e

ト
リ
ア
ゾ
ー
ル
e

１
e

イ
ル
メ
チ
ル
）
シ
ク
ロ
ペ
ン
タ
ノ
ー
ル
（
別
名
メ
ト
コ
ナ
ゾ
ー
ル
）

項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（
Ｒ
Ｓ
）
`
５
`

te
rt
`
ブ
チ
ル
`
２
`
［
２
`
（
２
，
６
`
ジ
フ
ル
オ
ロ
フ
ェ
ニ

ル
）
`
４
，
５
`
ジ
ヒ
ド
ロ
`
１
，３
`
オ
キ
サ
ゾ
ー
ル
`
４
`
イ
ル
］フ
ェ
ネ
ト
ー

ル
（
別
名
エ
ト
キ
サ
ゾ
ー
ル
）

1•
5
c
g／
ｌ

３
`
（
３
，
３
`
ジ
メ
チ
ル
ウ
レ
イ
ド
）
フ
ェ
ニ
ル
＝

te
rt
`
ブ
チ
ル
カ
ル
バ
マ
ー

ト
（
別
名
カ
ル
ブ
チ
レ
ー
ト
）

1
2
0
c
g／
ｌ

Ｏ
，
Ｏ
`
ジ
エ
チ
ル
`
Ｏ
`
３
，
５
，
６
`
ト
リ
ク
ロ
ロ
`
２
`
ピ
リ
ジ
ル
ホ
ス
ホ

ロ
チ
オ
エ
ー
ト
（
別
名
ク
ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス
）

0•
0
4
6
c
g／
ｌ

（
Ｒ
Ｓ
）
`
X
`
シ
ア
ノ
`
４
`
フ
ル
オ
ロ
`
３
`
フ
ェ
ノ
キ
シ
ベ
ン
ジ
ル
＝
（
１

Ｒ
Ｓ
，
３
Ｒ
Ｓ
）
`
（
１
Ｒ
Ｓ
，
３
Ｓ
Ｒ
）̀
３
（̀
２
，２
`
ジ
ク
ロ
ロ
ビ
ニ
ル
）̀

２
，
２
`
ジ
メ
チ
ル
シ
ク
ロ
プ
ロ
パ
ン
カ
ル
ボ
シ
キ
ラ
ー
ト（
別
名
シ
フ
ル
ト
リ
ン
）

0•
0
0
6
1
c
g／
ｌ

ビ
ス
（
ジ
メ
チ
ル
チ
オ
カ
ル
バ
モ
イ
ル
）
ジ
ス
ル
フ
ィ
ド
（
別
名
チ
ウ
ラ
ム
）

1
0
c
g／
ｌ

Ｎ
`
（
１
`
シ
ア
ノ
`
１
，
２
`
ジ
メ
チ
ル
プ
ロ
ピ
ル
）
`
２
`
（
２
，
４
`
ジ
ク

ロ
ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ
）
プ
ロ
ピ
オ
ン
ア
ミ
ド
（
別
名
フ
ェ
ノ
キ
サ
ニ
ル
）

6
0
0
c
g／
ｌ

プ
ロ
ピ
ル
＝
３
`
（
ジ
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）
プ
ロ
ピ
ル
カ
ル
バ
マ
ー
ト
塩
酸
塩
（
別
名

プ
ロ
パ
モ
カ
ル
ブ
塩
酸
塩
）

1
0¶
0
0
0
c
g／
ｌ

３
`
ア
リ
ル
オ
キ
シ
`
１
，
２
`
ベ
ン
ゾ
イ
ソ
チ
ア
ゾ
ー
ル
`
１
，
１
`
ジ
オ
キ
シ

ド
（
別
名
プ
ロ
ベ
ナ
ゾ
ー
ル
）

2
7
0
c
g／
ｌ

Ｎ
`
ブ
チ
ル
`
Ｎ
`
エ
チ
ル
`
X
，
X
，
X
`
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
`
２
，６
`
ジ
ニ
ト
ロ
`

パ
ラ
`
ト
ル
イ
ジ
ン
（
別
名
ベ
ン
フ
ル
ラ
リ
ン
又
は
ベ
ス
ロ
ジ
ン
）

2•
9
c
g／
ｌ

平成™™年�月™™日 火曜日 第œššŸ号官 報
名

称

東
京
臨
海
大
橋
工
事
西
方
Ｄ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
北
方

約
四
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
六
e

三
四

東

経

一
三
九
e

四
九
e

三
五

変
更
し
た
事
項

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
北
方

約
四
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
六
e

三
六

東

経

一
三
九
e

四
九
e

三
八

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
日

記

事

一
時
撤
去
中
の
と
こ
ろ
位
置
変
更
の

う
え
復
旧

名

称

東
京
臨
海
大
橋
工
事
西
方
Ｅ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
北
方

約
四
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
六
e

三
八

東

経

一
三
九
e

四
九
e

三
一

変
更
し
た
事
項

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
北
方

約
五
・
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
六
e

四
一

東

経

一
三
九
e

四
九
e

三
四

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
日

記

事

一
時
撤
去
中
の
と
こ
ろ
位
置
変
更
の

う
え
復
旧

名

称

東
京
臨
海
大
橋
工
事
西
方
Ｆ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
北
方

約
四
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
六
e

三
〇

東

経

一
三
九
e

四
九
e

一
九

変
更
し
た
事
項

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
北
方

約
四
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
六
e

三
四

東

経

一
三
九
e

四
九
e

二
五

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
日

記

事

一
時
撤
去
中
の
と
こ
ろ
位
置
変
更
の

う
え
復
旧

名

称

東
京
臨
海
大
橋
工
事
西
方
Ｄ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
北
方

約
四
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
六
e

三
六

東

経

一
三
九
e

四
九
e

三
八

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

名

称

東
京
臨
海
大
橋
工
事
西
方
Ｅ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
北
方

約
五
・
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
六
e

四
一

東

経

一
三
九
e

四
九
e

三
四

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

名

称

東
京
臨
海
大
橋
工
事
西
方
Ｆ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
北
方

約
四
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
六
e

三
四

東

経

一
三
九
e

四
九
e

二
五

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
百
五
十
七
号

航
路
標
識
の
廃
止
に
つ
い
て
、
航
路
標
識
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

名

称

東
京
臨
海
大
橋
工
事
西
方
Ａ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
北
方

約
四
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
六
e

二
一

東

経

一
三
九
e

四
九
e

三
八

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

名

称

東
京
臨
海
大
橋
工
事
西
方
Ｂ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
北
方

約
四
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
六
e

二
六

東

経

一
三
九
e

四
九
e

四
五

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

名

称

東
京
臨
海
大
橋
工
事
西
方
Ｃ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
北
方

約
四
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
六
e

三
一

東

経

一
三
九
e

四
九
e

四
一

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

〇
環
境
省
告
示
第
三
十
八
号

昭
和
四
十
六
年
三
月
農
林
省
告
示
第
三
百
四
十
六
号
（
農
薬
取
締
法
第
三
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲

げ
る
場
合
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
基
準
）
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
産
動
植
物
の
被
害
防
止
に
係
る
農
薬
登
録

保
留
基
準
（
平
成
十
八
年
十
二
月
環
境
省
告
示
第
百
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適

用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
七
十
八
号

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
七

十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
登
録
建
築
物
調
査
機
関
を
登
録
し
た
の
で
、
法
第
七
十
六
条
の
十
に
お
い
て
準

用
す
る
第
五
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日

関
東
地
方
整
備
局
長

菊
川

滋

一

登
録
建
築
物
調
査
機
関
の
名
称

株
式
会
社
東
京
建
物
ア
メ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト

二

住
所

東
京
都
墨
田
区
太
平
四
丁
目
１
番
３
号
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